
 

奈良県みんなでのたのしむ大芸術祭実行委員会 第 9 回総会 

議事録（要旨） 
 

１ 日時：令和 8 年 2月 13 日（金）10 時 30 分～11 時 30 分 

２ 場所：奈良県庁 本庁舎５階 第 1 応接室 

３ 出席者：実行委員会委員 12 名 

４ 議事： 

第 1 号議案 奈良県みんなでたのしむ大芸術祭 令和 7 年度実績結果 

及び令和 8 年度実施方針（案） 

第 2 号議案 奈良県みんなでたのしむ大芸術祭令和 8 年度収支予算（案） 

 

最初に令和 7 年度奈良県みんなでたのしむ大芸術祭開催概要動画を放映したのち、資料

に基づき、事務局より第 1 号議案及び第 2 号議案について説明を行った。その後、第 1 号議

案及び第 2号議案について採決を行い、全員一致で承認された。 

なお、令和 8 年度奈良県みんなでたのしむ大芸術祭 実施計画（案）について各委員から

以下のとおり質疑・意見があった。 

 

▼来場者の居住地はどのエリアが多いのか。みん芸の趣旨からすると奈良県全体の盛り上

がりを意識しているようだが、現状は北部を中心に開催されている。今回、下市町でイベン

トを行うようだが、より南部でのダイナミックな展開を期待する。みん芸ピアノも現状は人

が多い場所に設置しているが、より分散して設置し広報すれば認知度も高まるのではない

か。ビッグ幡も南部の寺院と協力して展開していけると、県全域で盛り上がるのではないか。 

⇒（事務局）来場者の約 84％が県内在住者である。ただし市町村別のデータは取得してい

ないため、南部地域への展開を進める上でも、今後は県内分布のアンケートも実施していき

たい。ご意見を踏まえて県内全域への展開を模索していきたい。 

 

▼このようなイベントは、関係者全員で盛り上げていくものだと思うので、協賛金集めにつ

いても、引き続きしっかり取り組んでほしい。 

⇒（事務局）みん芸は、実行委員会の皆様、協賛企業様、そして事務局の３者が連携して盛

り上げていくものであると認識しており、引き続き、協賛金の確保にも努めてまいりたい。 

 

▼今回初めて下市町の KITO でイベントを開催するということだが、どれくらいの来場者数

を想定しているか。また交通手段についてはどう考えるか。 

⇒（事務局）昨年 KITO で行われた万博関連イベントでは 3 日間で約 5,000 人が訪れたと聞

いている。みん芸は 2 日間開催予定のため、3,000 人を目標とする。交通手段は、公共交通

機関が少ないため、車での来場が中心になると予想している。来場しやすい手段の確保と駐

車場確保が課題であり、今後取り組んでいく。 



 

▼現在は県内向けのイベントという印象が強いが、今後は県外への情報発信にも力をいれ

てはどうか。例えば、ビッグ幡のミニチュアを大阪駅に設置することで、人々の興味を引き、

訪れてもらえるきっかけになるかもしれない。 

⇒（事務局）広域からの来訪を増やしたいという思いは事務局としても同じ思いである。「奈

良県の人が楽しむイベント」という名称の印象もあるが、より広域に訴求できるよう、奈良

らしさを活かしつつ検討したい。 

 

▼みん芸関連でテレビを使った広報が少なく感じる。電波媒体を活用すれば、来場できない

人にも届けられ、興味を持つきっかけになると考える。 

⇒（事務局）テレビ広報は予算の制約から十分に実施できていない状況である。実行委員の

立場から放送局様にご協力していただけるのであれば是非お願いしたい。 

 

▼現在放送中の NHK 大河ドラマ「豊臣兄弟！」は、奈良ゆかりの作品である。主人公・秀長

が郡山城に入る時期がみん芸期間と重なるのではと期待している。何らかの連動ができれ

ば来場者増につながるのではないか。 

⇒（事務局）毎年開催している「まほろば あいのわ コンサート」は郡山で開催しており、

時期も見ながら、事務局から改めてご相談したい。 

 

▼映像も芸術なので、PR 映像を県内の高校生・大学生に制作してもらう方法が有効ではな

いか。作品を公開することが学生のアピール期間にもなり、双方によい効果が生まれると考

える。 

⇒（事務局）みん芸来場者は若年層が少ないことが課題であり、意見を取り入れつつ、学生

による映像制作や取材、発信などを進めることで、より広く広報できると考える。 

 

▼若年層は拡散力が大きく、SNS を活用した PR が有効である。一方、中高年層には紙媒体

が重要である、従来の広報手段も継続してほしい。また、テレビも有効な手段である。芸術

には人を動かす力があり、みん芸が今後も衰退せず、特に南部地域にも広がるよう尽力いた

だきたい。 

⇒（事務局）広報を充実させつつ、芸術に触れる機会・場の確保に今後も最善を尽くす。 

 

                                       以上 


